
一般社団法人日本生理人類学会 役員候補者選出規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、一般社団法人日本生理人類学会（以下「本学会」とする。）の役員

候補者の選出方法について定める。 

 

（役員候補者の選出） 

第２条 役員候補者は、選挙により選出する。 

2 理事候補者の選出数は、20名とする。 

3 監事候補者の選出数は、2名とする。 

 

（選挙権と被選挙権） 

第３条 この選挙の選挙権、被選挙権は直前の代議員選挙により選出された代議員が有す

る。 
 

（選挙方法） 

第４条  役員候補者選出選挙は郵送により行い、投票用紙、投票用紙入れ密封封筒及び返

送用封筒を各選挙人に配布し、定められた投票締切日迄に投票を完了するよう文書で徹

底周知させる。 
2 選挙は、無記名投票により行う。 

 

（選挙管理委員会） 

第５条 選挙は選挙管理委員会の管理のもとに行う。 

2 選挙管理委員会については、別に定める。  
 

（選挙期日） 

第６条 選挙期日は、選挙管理委員会で決定し、学会ウェブサイトその他の方法で告示し

なければならない。 
 

（名簿） 

第７条 選挙人名簿及び被選挙人名簿は、選挙管理委員会で作成し、理事会の承認を得る。

選挙管理委員会は承認済みの被選挙人名簿を、直前の代議員選挙により選出された代議

員に公示しなければならない。 

 



（公示の方法） 
第８条 承認済みの被選挙人名簿の公示は、役員候補者選出選挙の郵送時に文書で行う。 

 

（開票） 

第 9条 開票は選挙管理委員会が行う。  

2 開票は、本学会誌その他に告示した日までの消印で選挙管理委員会に到着したものにつ

いて行う。 

3 投票の有効無効は、次の通りとする。 

(1) 正規の投票用紙及び封筒を用いていないものは、無効とする。 
(2) 返送用封筒に記名のないものは、無効とする。  
(3) 定められた理事・監事候補者数を超えて投票したものは、無効とする。  
(4) 定められた理事・監事候補者数に満たない場合の投票は、有効とする。 
(5) その他選挙の規程に反するものは、無効とする。 

 

（当選者） 

第 10条  当選人の決定は、次の通りとする。 
(1) 当選人の決定は、有効投票数の多い順とする。投票の結果が同票の場合、会員歴の

長い候補者から順番に当選者とし、会員歴も同じ場合は、年齢の高い候補者から順

番に当選者とする。 
(2) 理事候補者、監事候補者の両方に当選した者は、得票数の多いほうの役員候補者と

して選出し、両方に同数の得票を得た者は、理事候補者として選出する。 
(3) 選挙管理委員会は、選出された者にその旨を通知し、承諾を得る。 
(4) 選出された者が辞退した時は、次点の者から順に繰り上げることとする。 

 
（会長候補者の選出） 
第 11条 当選した理事候補者の互選により、会長候補者を 1名，副会長候補者を 2名を選

出する。 

 
（指名理事候補者の選出） 
第 12条 会長候補者は第 10条の当選者とは別に、正会員のうち 10 名以下を次期理事候補

者（以下「指名理事候補者」とする。）として総会に推薦することができる。 

 

（選挙結果の公開） 

第 13条 選挙管理委員会は、選出された役員候補者を学会ウェブサイトその他の方法で発

表するとともに、理事会及び総会に上程しなければならない。 
 



（細則） 

第 14条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に必要な事項は、理事会の決議に

より別に定めることができる。 

 

（改廃） 

第 15条 この規程の改廃は、理事会の決議による。 

 

附 則 

この規程は、一般社団法人日本生理人類学会設立の日から施行する。 


